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札幌市立大学

研究・活動事例集

2022 

（本文中の役職は 2021 年度当時のものです） 

札幌市立大学はデザインと看護の２学部､２研究科､

助産学専攻科を設置し､｢人間重視｣と｢地域社会への

貢献｣を基本理念に掲げ､デザインと看護の特色を活

かした教育･研究･社会貢献活動に取り組んでいます。

本冊子は産学官金連携･地域連携等にさらに積極的に

取り組むため､多くの方々に本学教員の最新の研究活

動事例をご紹介することを目的に発行いたしました。

札幌市立大学教員の教育 ･ 研究､ 地域社会との連携

活動に関心を持っていただければ幸いです。
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札幌市立大学 
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Ⅰ．研究交流活動  

＜2021 年度 SCU 産学官金研究交流会 ＞ 

02  1. やさしい日本語はどう”やさしい”？〜伝わる注意喚起看板を目指して〜 

並木 翔太郎 

07  2. 新型コロナウイルス感染症パンデミックにおける地域高齢者の生活の変化 

―人との交流やコミュニケーション手段に焦点を当てた国内外の研究動向からの考察― 

 中田 亜由美 

10  3. 看護・介護基礎教育環境の充実を目指した口腔介護シミュレータの開発 

 三谷 篤史 

13  4. AI を活用したごみ収集・除排雪作業の最適化 

 吉田 彩乃 

16  5. 精神看護学シミュレーション教育における模擬患者養成の検討 

 伊東 健太郎 

18  6. AI 技術×ポジティヴヘルス増進による社会的つながり創発モデルの実証 

齊藤 雅也 

丸山 洋平 

 

Ⅱ．展示会等の参加 

22   1. 「北洋銀行ものづくりテクノフェア 2021 online」（2021.9.24～2022.1.31 Web サイト） 

・学生のチカラをまちづくりに                                大渕 一博 

24   2. 第 35 回北海道技術・ビジネス交流会「ビジネス EXPO」（2021.11.11～12 アクセスサッポロ） 

・札幌市立大学 地域産学連携協力依頼事業          事務局地域連携課 係長 髙橋 嗣仁 

 

 

Ⅲ．地域連携・地域貢献活動 

28   1.公開講座開催 

31   2.受託研究 

31   3.共同研究 

32   4.地域貢献（地域産学連携協力依頼） 

41   5.地域連携研究センターのご案内 
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ⅠⅠ  
 

研究交流活動 
＜2021 年度 SCU 産学官金研究交流会＞ 

1. やさしい日本語はどう”やさしい”？〜伝わる注意喚起看板を目指して〜       

並木 翔太郎（デザイン学部 准教授） 

2. 新型コロナウイルス感染症パンデミックにおける地域高齢者の生活の変化 

―人との交流やコミュニケーション手段に焦点を当てた国内外の研究動向からの考察― 

中田 亜由美（看護学部 助教） 

3. 看護・介護基礎教育環境の充実を目指した口腔介護シミュレータの開発  

三谷 篤史（デザイン学部 教授）

4. AI を活用したごみ収集・除排雪作業の最適化 

 

吉田 彩乃（AI ラボ 特任助教） 

5. 精神看護学シミュレーション教育における模擬患者養成の検討  

 

                                                           伊東 健太郎（看護学部 講師） 

6. AI 技術×ポジティヴヘルス増進による社会的つながり創発モデルの実証  

齊藤 雅也（デザイン学部 教授）・丸山 洋平（デザイン学部 准教授） 

広報チラシ（表） 広報チラシ（裏） 
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やさしい日本語はどう”やさしい”？〜伝わる注意喚起看板を目指して〜 

 

並木 翔太郎 
 

札幌市立大学 デザイン学部 准教授 

 

 

 

  1995 年の阪神淡路大震災以降、外国人が情報を受け取れるように考え出された「やさしい日本語」の中でも、特に、命

を守る行動を促す注意喚起の看板は、誰にでも十分に伝わる工夫が求められる。本研究は、言語学の見地が、「伝わる

注意喚起看板」にどのように貢献できるかを考察したものである。 
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やさしい日本語はどう”やさしい”？〜伝わる注意喚起看板を目指して〜 

 

並木 翔太郎 
 

札幌市立大学 デザイン学部 准教授 

 

 

 

  1995 年の阪神淡路大震災以降、外国人が情報を受け取れるように考え出された「やさしい日本語」の中でも、特に、命

を守る行動を促す注意喚起の看板は、誰にでも十分に伝わる工夫が求められる。本研究は、言語学の見地が、「伝わる

注意喚起看板」にどのように貢献できるかを考察したものである。 
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新型コロナウイルス感染症パンデミックにおける地域高齢者の生活の変化 
―人との交流やコミュニケーション手段に焦点を当てた国内外の研究動向からの考察― 

 

中田 亜由美 
 

札幌市立大学 看護学部 助教 

 

 

 

本研究は新型コロナウイルス感染症パンデミックにおける地域高齢者の生活の変化の中で、高齢者の社会活動や 

人との交流・コミュニケーション手段の現状や変化を調査し、支援方法を考察したものである。 
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―人との交流やコミュニケーション手段に焦点を当てた国内外の研究動向からの考察― 

 

中田 亜由美 
 

札幌市立大学 看護学部 助教 
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看護・介護基礎教育環境の充実を目指した口腔介護シミュレータの開発 
 

三谷 篤史 
 

札幌市立大学 デザイン学部 教授 

 

 

 

  口腔の機能を維持・回復することが可能な口腔介護は、高齢者の QOL を維持する為に重要である。本研究は、看護

や介護の学生が，臨地実習前に患者や患部を模したモデル（シミュレータ）を用いて基礎技術を学習する「シミュレーショ

ン教育」に着目して、口腔介護シミュレータを開発したものである。 
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AI を活用したごみ収集・除排雪作業の最適化 
 

吉田 彩乃 
 

札幌市立大学 AI ラボ 特任助教 

 

 

 

  札幌市のごみ収集、除排雪作業には、多くの作業員や車両を必要とするが、財政面や将来的な労働力不足を考慮す 

ると、作業の効率化が必要である。本研究は、AI 技術を活用して現行の作業を可視化し、最適化を図ったものである。 
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精神看護学領域では、市民が演じる模擬患者を活用した精神看護学シミュレーション教育を実施している。精神患者の

症状は、多様で可視化が難しく、演じるのは容易ではないため、本研究は模擬患者が精神疾患の理解を深め、演技の向

上を目指して、模擬患者養成の方法を検討したものである。 
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丸山 洋平 1) 中島 秀之 2) 齊藤 雅也 3) 小林 重人 1) 櫻井 英文 4) 

菊地 ひろみ 5) 武冨 貴久子 6) 鬼塚 美玲 7) 吉田 彩乃 8) 南部 美砂子 9) 

１）札幌市立大学 デザイン学部 准教授  ２）札幌市立大学 学長  ３）札幌市立大学 デザイン学部 教授

４）札幌市立大学 大学院デザイン研究科  ５）札幌市立大学 看護学部 教授  ６）札幌市立大学 看護学部 講師

７）札幌市立大学 看護学部 助教  ８）札幌市立大学 AI ラボ 特任助教  ９）はこだて未来大学

Title

Author
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ⅡⅡ  
 

展示会等の参加 
 

 

 

 

1． 「北洋銀行ものづくりテクノフェア 2021 online」 

（2021.9.24～2022.1.31 Web サイト） 

2． 第 35 回北海道技術・ビジネス交流会「ビジネス EXPO」 

（2021.11.11～11.12 アクセスサッポロ） 
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「北洋銀行ものづくりテクノフェア 2021 online」 

  

2021.9.24～2022.1.31 

主催：北洋銀行 

 

 

学生のチカラをまちづくりに 

 

デザイン学部 講師 

 

 

(大会主催者報告より)   
による、
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産学官金連携

公立大学法人札幌市立大学
学生のチカラをまちづくりに

メッセージ
学生が実践を通して実績を積め
ることがメリットです。地域や
企業の活動に学生のチカラを活
用ください。

南区市民部地域振興課からの依頼を受け、同課主催のイベン
ト等で市民に無料配布する南区の啓発品をデザイン

2016 年度より「南区のブランディング」というテーマで、
デザイン学部と南区市民部地域振興課の連携授業を実施して
います。授業課題として制作した南区ロゴマークをもとに南
区の啓発品をデザインし、同課主催のイベント等で市民に無
料配布しています。本学の教育理念でもある、地域に貢献で
きる学生を育てています。

●〒005-0864 札幌市南区芸術の森1丁目
●TEL: 011-592-2346 ●FAX: 011-592-2369
●MAIL: crc@scu.ac.jp
●WEB: https://www.scu.ac.jp/ 　 

産学官金連携
No.999

国立研究開発法人　土木研究所
寒地土木研究所
我が国唯一の寒地土木技術の試験研究機関です。

寒地土木技術に関する研究開発、技術指導、成果の普及を通
じ北海道開発の推進を目的としています。

「排水ポンプ設置支援装置（自走型 ）」は、多様化する現場状
況に対応するため、既存の排水ポンプが利用可能であり、ク
レーン装置を必要としない装置です。

「衝撃加速度試験装置」は、これまで砂置換法で管理していた
盛土や安定処理した盛土の品質を “ 直接 ”、“ 迅速 ”、“ 簡易 ”
に管理することができる装置です。

●〒062-8602 札幌市豊平区平岸1条3丁目1番34号
●寒地技術推進室
●TEL: 011-590-4046 ●FAX: 011-590-4048
●お電話にてお問い合わせください
●WEB: http://www.ceri.go.jp 　 

「排水ポンプ設置支援装置（自走型）」：寒地機械技術チーム

「衝撃加速度試験装置」：寒地地盤チーム

当社の事業・製品等が貢献するSDGs目標です。

メッセージ

これまで制作された啓発品の例

当社の事業・製品等が貢献するSDGs目標です。

Title

Author

Report 2021年9月24日(金)～2022年1月31日(月)、 オンライン方式（Webサイト）よる「北洋銀行ものづくりテクノフェア 

2021online」に出展しました。このイベントは優れた技術や製品を有する中小企業、大学、支援機関等の技術情

報を発信し、販路拡大や企業間連携の促進、情報交換、技術交流を通じて、「北海道のものづくり産業の振興」

を図ることを目的に開催されるもので、 2007年度より札幌市内会場で13回開催してきました。 2020年度は新型

コロナウイルス感染症の影響により開催を中止しましたが、第14回目となる2021年度は、ニューノーマル時代の

新たな取組みとして、オンライン方式による開催となりました。

153の関連企業・団体をWebサイト上で紹介し、 従来の展示型商談会では来場が難しかった道内遠隔地や道

外の企業・団体も手軽に閲覧することが可能となりました。また、 近年関心が強くなっているDX実現に貢献する

IT・AI関連の最先端技術や、カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現に寄与する環境・エネルギー分野の技術

を有する企業のほか、 北海道のロケット産業や道内中小企業を支援する団体等、 ものづくりに関連する幅広い

分野の企業・団体の紹介がありました。さらに、参加企業の事業・製品が、「SDGs」の17の目標のうち、どの目標

に貢献するかを示しているのも特徴となりました。サイトの閲覧企業・団体数は４１９社・団体、サイトの閲覧回数

は5,072回となりました(大会主催者報告より)。  

本学からはデザイン学部・大渕一博講師と学生による、 札幌市南区の啓発品 （南区市民部地域振興課から

の依頼による同課主催のイベント等で市民に無料配布）のデザイン作品事例を掲載しました。

22

02_展示会等の参加.indd   2202_展示会等の参加.indd   22 2022/10/03   10:48:582022/10/03   10:48:58



 

 

142

産学官金連携

公立大学法人札幌市立大学
学生のチカラをまちづくりに

メッセージ
学生が実践を通して実績を積め
ることがメリットです。地域や
企業の活動に学生のチカラを活
用ください。

南区市民部地域振興課からの依頼を受け、同課主催のイベン
ト等で市民に無料配布する南区の啓発品をデザイン

2016 年度より「南区のブランディング」というテーマで、
デザイン学部と南区市民部地域振興課の連携授業を実施して
います。授業課題として制作した南区ロゴマークをもとに南
区の啓発品をデザインし、同課主催のイベント等で市民に無
料配布しています。本学の教育理念でもある、地域に貢献で
きる学生を育てています。

●〒005-0864 札幌市南区芸術の森1丁目
●TEL: 011-592-2346 ●FAX: 011-592-2369
●MAIL: crc@scu.ac.jp
●WEB: https://www.scu.ac.jp/ 　 

産学官金連携
No.999

国立研究開発法人　土木研究所
寒地土木研究所
我が国唯一の寒地土木技術の試験研究機関です。

寒地土木技術に関する研究開発、技術指導、成果の普及を通
じ北海道開発の推進を目的としています。

「排水ポンプ設置支援装置（自走型 ）」は、多様化する現場状
況に対応するため、既存の排水ポンプが利用可能であり、ク
レーン装置を必要としない装置です。

「衝撃加速度試験装置」は、これまで砂置換法で管理していた
盛土や安定処理した盛土の品質を “ 直接 ”、“ 迅速 ”、“ 簡易 ”
に管理することができる装置です。

●〒062-8602 札幌市豊平区平岸1条3丁目1番34号
●寒地技術推進室
●TEL: 011-590-4046 ●FAX: 011-590-4048
●お電話にてお問い合わせください
●WEB: http://www.ceri.go.jp 　 

「排水ポンプ設置支援装置（自走型）」：寒地機械技術チーム

「衝撃加速度試験装置」：寒地地盤チーム

当社の事業・製品等が貢献するSDGs目標です。

メッセージ

これまで制作された啓発品の例

当社の事業・製品等が貢献するSDGs目標です。

Poster 1
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2021年11月11日(木)～11月12日(金)、 札幌市白石区の「アクセスサッポロ」で開催された「第35回 北海道技

術･ビジネス交流会 （ビジネスＥＸＰＯ）」 に出展しました。本展示会は北海道の経済活性化や産業振興のため、

新たなビジネスチャンスの創出を目指した北海道最大の展示会です。今年は、 “持続可能な未来創造に向けて

～新たな北海道ステージの扉を開く～”をテーマに、出展者数は277社・機関、出展規模は272小間となりました。

例年の５ゾーンに加え、開催テーマに沿って「SDGs •末来創造ゾーン」を新設し、 SDGsの達成や脱炭素社会

の実現など、未来に向けた技術や製品を紹介し大いに注目を集めたほか、ロボットアームなど、省力化やDX促

進に繋がる最先端機器を紹介する「先端技術ゾーン」等、 時代の潮流に合う展示内容となり、 来場者数は実際

の来場20,180名、 WEB来場8,059名で合計28,239名と昨年度を上回る来場者数でした(大会主催者報告より)。  

本学からは地域連携課・髙橋嗣仁係長による、「札幌市立大学 地域産学連携協力依頼事業 -産学連携のご

相談はお気軽に！！ -」というテーマで、 産学官連携・地域連携による事例や産学連携事業の問合せ先等をま

とめたポスターの展示と、産学連携事業による成果物の展示を行いました。本学ブースには118名以上の多くの

方が足を運ばれ、大変盛況でした。

Title

Author

Report

Image

24

02_展示会等の参加.indd   2402_展示会等の参加.indd   24 2022/10/03   10:49:002022/10/03   10:49:00



Poster 1-1

25

02_展示会等の参加.indd   2502_展示会等の参加.indd   25 2022/10/03   10:49:022022/10/03   10:49:02



Poster 1-2

26

02_展示会等の参加.indd   2602_展示会等の参加.indd   26 2022/10/03   10:49:032022/10/03   10:49:03



 

ⅢⅢ  
 

地域連携・地域貢献活動 
 

 

 

 

 

１．公開講座開催 

 

２．受託研究 

 

３．共同研究 

 

４．地域貢献（地域産学連携協力依頼） 

 

５．地域連携研究センターのご案内 
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１．公開講座開催 

 

大学企画 公開講座 

講座名 月日 演題名 講師 

羽深と学ぶ建築史の世界 2021 

2021/5/12(水） 札幌本府の成立 

羽深 久夫(名誉教授) 

2021/6/9(水） 大友堀と創成川 

2021/7/14(水） 札幌神社とは 

2021/8/18(水） 札幌農学校 

2021/9/8(水） 屯田兵村 

2021/10/13(水） 東本願寺札幌別院の成立 

2021/11/10(水） 大通公園 

2021/12/8(水） 中島公園 

2022/1/12(水） 時計台（札幌農学校演武場） 

2022/2/9(水） 豊平館 

2021/3/9 (水） 北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎） 

羽深と学ぶ建築史の世界 2021 

アーカイブ視聴【全１１回】 

2021/7/26（月） 

 ～2022/3/31（木） 
演題全１１回 羽深 久夫(名誉教授) 

長引くコロナ禍におけるメンタルヘルス 

～こころの健康維持・増進～ 
2021/12/11（土） 

長引くコロナ禍におけるメンタルヘルス 

～こころの健康維持・増進～ 
守村 洋（看護学部 准教授） 

AI とおく～とおくの AI をちかくで見よう～ 2021/7/2（金） 

【趣旨説明】 

 

【第１部】 対談１：AI と医療 

 

【第２部】 対談２：暮らしの中の AI 

 

【第３部】 ちかくで見る、5 人の AI とおく 

 

【第 1 部】 

石黒 浩（大阪大学 栄誉教授） 

松浦 和代（札幌市立大学 副学長） 

【第２部】 

松原 仁（東京大学大学院 教授） 

齊藤 雅也（デザイン学部 教授） 

【第３部】 

中島 秀之（札幌市立大学 学長） 

石黒 浩（大阪大学 栄誉教授） 

松原 仁（東京大学大学院 教授） 

松浦 和代（札幌市立大学 副学長） 

齊藤 雅也（デザイン学部 教授） 

NCPR 専門コース（A コース） 2021/8/28（土） NCPR（新生児蘇生法）専門コース 

荒木 奈緒（看護学部 教授） 

黒田 紀子（看護学部 講師) 

小林 正樹（医療法人育愛会札幌東豊病院） 

研究の二刀流 

-隠れた専門性による新たなデザインの世界

への誘い-第３弾 ５話シリーズ 

2021/11/13（土） 
昆虫のデザイン 〜ミヤマクワガタを究める〜 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ① 
酒井 正幸（名誉教授） 

2022/3/19（土） 
20 世紀一眼レフカメラとデザイン 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ② 
細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

2021/10/2（土） 

日本語のデザイン 

〜外国人にもやさしい日本語をめざして（その２）〜 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ③ 

酒井 正幸（名誉教授） 

2021/10/30（土） 

ギター音楽のデザイン#3 

-演奏とトークによるクラシックギター音楽への誘い- 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ④ 

中原 宏（名誉教授） 

2022/1/29（土） 
パリの街とデザイン（その５） 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ⑤ 
安齋 利典(デザイン学部 教授) 

まちの健康応援室ミニ出張講座 

2021/8/10(火） 子どもに多い病気と健康生活・衛生管理 牧田 靖子（看護学部 助教） 

2021/11/9(火） 冬に流行りやすい感染症について 牧田 靖子（看護学部 助教） 

2022/3/17(土） おっぱい、ミルクと卒乳について 石引 かずみ（看護学部 講師） 

NCPR（新生児蘇生法） 

スキルアップコース（ S コース） 
2022/3/5 土） 

①スキルアップコース講義 

②新生児蘇生法技術確認演習 

③シナリオ演習 

④総括 

①④荒木 奈緒（看護学部 教授） 

②③荒木 奈緒（看護学部 教授） 

黒田 紀子（看護学部 講師） 

大友 舞（看護学部 助教） 

ELNEC-J 高齢者プログラム 2021in 北海道 

１日目 

2022/2/12（土） 

ELNEC-J 高齢者プログラム 202１in 北海道 

川村 三希子（看護学部 教授） 

山下 いずみ（江別市立病院 副看護師長） 

三浦 直子（札幌西円山病院 副看護師長） 

佐藤 典子（順天堂東京江東高齢者医療センター) 

吉岡 佐知子（松江市立病院 副看護局長） 

西山 みどり（有馬温泉病院 副看護部長） 

２日目 

2022/2/13（日） 

やりたかった活動を実現する力を磨こう！ 

保健師のための Web 講座 2022(全 4 回)  

2022/2/19(土） 
「まちもじ」をハントして語り合って気づき合う地域の面

白さ 
福田 大年（デザイン学部 講師） 

2022/2/26(土） ナッジを活用した事業のデザインを考えよう！ 
宇山 生朗（NPO 法人 PolicyGarage 北海道行

動デザインチーム発起人） 

2022/3/5(土） 
公立大学法人名桜大学企画  「８０５０」について考え

てみよう！ 

田場 真由美（公立大学法人名桜大学人間健

康学部看護学科 教授） 

2022/3/12(土） 
周産期の遺伝学的検査を知って健康相談を考えよう！ 

‐ 妊婦さん、実は悩んでます！ 
荒木 奈緒（看護学部 教授） 

海外でのくらしとシゴト！  2022/2/5（土） 

①北欧のくらしとシゴト 

②イタリアのくらしとシゴト 

③フランスのくらしとシゴト 

④パネルディスカッション 

③④安齋 利典（デザイン学部 教授） 

②④山田 良 （デザイン学部 教授） 

①④横溝 賢 （デザイン学部 准教授） 

教訓の積み重ね～建築耐震基準の歩み～ 2022/2/18（金） 

・日本列島における地震発生のメカニズム 

・過去の震災と耐震設計基準の変遷 

・建築に求められる安全性の要求水準の変遷 

・より安全な建築とするために 

西川 忠（デザイン学部 教授） 
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１．公開講座開催 

 

大学企画 公開講座 

講座名 月日 演題名 講師 

羽深と学ぶ建築史の世界 2021 

2021/5/12(水） 札幌本府の成立 

羽深 久夫(名誉教授) 

2021/6/9(水） 大友堀と創成川 

2021/7/14(水） 札幌神社とは 

2021/8/18(水） 札幌農学校 

2021/9/8(水） 屯田兵村 

2021/10/13(水） 東本願寺札幌別院の成立 

2021/11/10(水） 大通公園 

2021/12/8(水） 中島公園 

2022/1/12(水） 時計台（札幌農学校演武場） 

2022/2/9(水） 豊平館 

2021/3/9 (水） 北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎） 

羽深と学ぶ建築史の世界 2021 

アーカイブ視聴【全１１回】 

2021/7/26（月） 

 ～2022/3/31（木） 
演題全１１回 羽深 久夫(名誉教授) 

長引くコロナ禍におけるメンタルヘルス 

～こころの健康維持・増進～ 
2021/12/11（土） 

長引くコロナ禍におけるメンタルヘルス 

～こころの健康維持・増進～ 
守村 洋（看護学部 准教授） 

AI とおく～とおくの AI をちかくで見よう～ 2021/7/2（金） 

【趣旨説明】 

 

【第１部】 対談１：AI と医療 

 

【第２部】 対談２：暮らしの中の AI 

 

【第３部】 ちかくで見る、5 人の AI とおく 

 

【第 1 部】 

石黒 浩（大阪大学 栄誉教授） 

松浦 和代（札幌市立大学 副学長） 

【第２部】 

松原 仁（東京大学大学院 教授） 

齊藤 雅也（デザイン学部 教授） 

【第３部】 

中島 秀之（札幌市立大学 学長） 

石黒 浩（大阪大学 栄誉教授） 

松原 仁（東京大学大学院 教授） 

松浦 和代（札幌市立大学 副学長） 

齊藤 雅也（デザイン学部 教授） 

NCPR 専門コース（A コース） 2021/8/28（土） NCPR（新生児蘇生法）専門コース 

荒木 奈緒（看護学部 教授） 

黒田 紀子（看護学部 講師) 

小林 正樹（医療法人育愛会札幌東豊病院） 

研究の二刀流 

-隠れた専門性による新たなデザインの世界

への誘い-第３弾 ５話シリーズ 

2021/11/13（土） 
昆虫のデザイン 〜ミヤマクワガタを究める〜 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ① 
酒井 正幸（名誉教授） 

2022/3/19（土） 
20 世紀一眼レフカメラとデザイン 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ② 
細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

2021/10/2（土） 

日本語のデザイン 

〜外国人にもやさしい日本語をめざして（その２）〜 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ③ 

酒井 正幸（名誉教授） 

2021/10/30（土） 

ギター音楽のデザイン#3 

-演奏とトークによるクラシックギター音楽への誘い- 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ④ 

中原 宏（名誉教授） 

2022/1/29（土） 
パリの街とデザイン（その５） 

研究の二刀流・第３弾 ５話シリーズ⑤ 
安齋 利典(デザイン学部 教授) 

まちの健康応援室ミニ出張講座 

2021/8/10(火） 子どもに多い病気と健康生活・衛生管理 牧田 靖子（看護学部 助教） 

2021/11/9(火） 冬に流行りやすい感染症について 牧田 靖子（看護学部 助教） 

2022/3/17(土） おっぱい、ミルクと卒乳について 石引 かずみ（看護学部 講師） 

NCPR（新生児蘇生法） 

スキルアップコース（ S コース） 
2022/3/5 土） 

①スキルアップコース講義 

②新生児蘇生法技術確認演習 

③シナリオ演習 

④総括 

①④荒木 奈緒（看護学部 教授） 

②③荒木 奈緒（看護学部 教授） 

黒田 紀子（看護学部 講師） 

大友 舞（看護学部 助教） 

ELNEC-J 高齢者プログラム 2021in 北海道 

１日目 

2022/2/12（土） 

ELNEC-J 高齢者プログラム 202１in 北海道 

川村 三希子（看護学部 教授） 

山下 いずみ（江別市立病院 副看護師長） 

三浦 直子（札幌西円山病院 副看護師長） 

佐藤 典子（順天堂東京江東高齢者医療センター) 

吉岡 佐知子（松江市立病院 副看護局長） 

西山 みどり（有馬温泉病院 副看護部長） 

２日目 

2022/2/13（日） 

やりたかった活動を実現する力を磨こう！ 

保健師のための Web 講座 2022(全 4 回)  

2022/2/19(土） 
「まちもじ」をハントして語り合って気づき合う地域の面

白さ 
福田 大年（デザイン学部 講師） 

2022/2/26(土） ナッジを活用した事業のデザインを考えよう！ 
宇山 生朗（NPO 法人 PolicyGarage 北海道行

動デザインチーム発起人） 

2022/3/5(土） 
公立大学法人名桜大学企画  「８０５０」について考え

てみよう！ 

田場 真由美（公立大学法人名桜大学人間健

康学部看護学科 教授） 

2022/3/12(土） 
周産期の遺伝学的検査を知って健康相談を考えよう！ 

‐ 妊婦さん、実は悩んでます！ 
荒木 奈緒（看護学部 教授） 

海外でのくらしとシゴト！  2022/2/5（土） 

①北欧のくらしとシゴト 

②イタリアのくらしとシゴト 

③フランスのくらしとシゴト 

④パネルディスカッション 

③④安齋 利典（デザイン学部 教授） 

②④山田 良 （デザイン学部 教授） 

①④横溝 賢 （デザイン学部 准教授） 

教訓の積み重ね～建築耐震基準の歩み～ 2022/2/18（金） 

・日本列島における地震発生のメカニズム 

・過去の震災と耐震設計基準の変遷 

・建築に求められる安全性の要求水準の変遷 

・より安全な建築とするために 

西川 忠（デザイン学部 教授） 
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まこまないと人をつなぐデザイン 

～真駒内地区を多様な視点から眺めてみま

した～ 

2022/2/26（土） 

①デザイン学部での実習の成果 

②地域での実践的研究の取組み 

③芸術の森キャンパスのデザイン 

①大島 卓（デザイン学部 准教授） 

②山田 信博（デザイン学部 准教授） 

③金子 晋也（デザイン学部 准教授） 

札幌市立大学の地域密着型デザイン 2022/3/5（土） 

①南区役所との連携プロジェクト 

②地域とヒトにかかわるデザイン 

③北海道・札幌におけるものづくり協力事例 

④パネルディスカッション 

①④大渕 一博（デザイン学部 講師） 

②④福田 大年（デザイン学部 講師） 

③④矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

  ④安齋 利典(デザイン学部 教授) 

 

 

ちえりあとの共催講座： 「さっぽろ市民カレッジ」連携講座 

講座名 月日 演題名 講師 

さっぽろ市民カレッジ 2021 秋期講座 

札幌の文化財を見に行こう 

～琴似の屯田兵の歴史を探る～ 

①2021/10/18（月） 

②2021/10/25（月） 

①屯田兵による開拓と札幌のまちの成り立ち 

②現地学習：琴似周辺を歩きながら、屯田兵屋と兵屋 

跡の見学 

羽深 久夫(名誉教授) 

 

 

北海道立総合研究機構との共催講座： 「知活（ちいき）ゼミナール」 

講座名 月日 演題名 講師 

知活ゼミナール 2021 

意外と知らない身近なモノ Part2 

2021/10/25（月） 

〜2022/1/31（月） 

①水引～日本古来の贈答文化を海外に伝える小物の 

デザイン～ 

②知ってる？？アライグマ 

①横溝 賢（デザイン学部 准教授） 

②山口 沙耶 

（北海道立総合研究機構 

エネルギー・環境・地質研究所 自然環境部

生物多様性保全グループ 研究職員） 

 

２．受託研究 

No. 研究名称 委託者 期間 研究代表者 

1 AI を活用した公共事業の最適化に関する研究 札幌市（まちづくり政策局） 
2021 年 4 月 1 日 

～2022 年 3 月 31 日 

中島 秀之（札幌市立大学 学長） 

高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

吉田 彩乃（AI ラボ 特任助教） 

2 キウシト湿原保全基礎研究 登別市 
2021 年 4 月 12 日 

～2022 年 3 月 4 日 
矢部 和夫（専門研究員） 

3 
新型コロナ感染症の流行による公園施設の利用者数等

の変化に関する実態調査業務 
札幌市（建設局） 

2021 年 4 月 14 日 

～2022 年 1 月 31 日 
椎野 亜紀夫（デザイン学部 教授） 

4 大通公園の連続化に関する効果検証業務 札幌市（建設局） 
2021 年 4 月 14 日 

～2022 年 1 月 31 日 
椎野 亜紀夫（デザイン学部 教授） 

5 
厚真町吉野地区における将来の構想づくりに関する調査

研究 
厚真町 

2021 年 8 月 26 日 

～2022 年 3 月 18 日 

羽深 久夫（専門研究員） 

椎野 亜紀夫（デザイン学部 教授） 

金子 晋也（デザイン学部 准教授） 

6 
北海道産動物の生息・飼育・展示環境の総合デザイン研

究 
札幌市（環境局円山動物園） 

2021 年 9 月 29 日 

～2022 年 2 月 28 日 
大島 卓（デザイン学部 准教授） 

7 
動物科学館における展示デザインリニューアルに向けた

研究 
札幌市（環境局円山動物園） 

2021 年 9 月 29 日 

～2022 年 2 月 28 日 

矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

柿山 浩一郎（デザイン学部 教授） 

福田 大年（デザイン学部 講師） 

8 ＤＩＹによる拠点施設整備事業 厚真町 
2021 年 10 月 1 日 

～2022 年 3 月 18 日 
金子 晋也（デザイン学部 准教授） 

9 雪埋設物の検知に関する研究 株式会社本田技術研究所 
2021 年 12 月 28 日 

～2022 年 3 月 31 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

 

３．共同研究 

No. 研究名称 申込者 期間 本学研究担当者 

1 気象情報と AI 学習による防災・生活情報の研究開発 一般財団法人日本気象協会 
2020 年 2 月 18 日 

～2022 年 10 月 31 日 

高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

吉田 彩乃（AI ラボ 特任助教） 

2 
構造物に負の影響を与えない凍結防止剤の研究（その

3） 
中日本高速道路株式会社 

2021 年 2 月 25 日 

～2022 年 9 月 30 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

3 
深層学習を用いたコンクリートの健全度判定に関する研

究 

株式会社メイセイ・エンジニアリン

グ 

2021 年 5 月 17 日 

～2022 年 3 月 31 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 
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まこまないと人をつなぐデザイン 

～真駒内地区を多様な視点から眺めてみま

した～ 

2022/2/26（土） 

①デザイン学部での実習の成果 

②地域での実践的研究の取組み 

③芸術の森キャンパスのデザイン 

①大島 卓（デザイン学部 准教授） 

②山田 信博（デザイン学部 准教授） 

③金子 晋也（デザイン学部 准教授） 

札幌市立大学の地域密着型デザイン 2022/3/5（土） 

①南区役所との連携プロジェクト 

②地域とヒトにかかわるデザイン 

③北海道・札幌におけるものづくり協力事例 

④パネルディスカッション 

①④大渕 一博（デザイン学部 講師） 

②④福田 大年（デザイン学部 講師） 

③④矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

  ④安齋 利典(デザイン学部 教授) 

 

 

ちえりあとの共催講座： 「さっぽろ市民カレッジ」連携講座 

講座名 月日 演題名 講師 

さっぽろ市民カレッジ 2021 秋期講座 

札幌の文化財を見に行こう 

～琴似の屯田兵の歴史を探る～ 

①2021/10/18（月） 

②2021/10/25（月） 

①屯田兵による開拓と札幌のまちの成り立ち 

②現地学習：琴似周辺を歩きながら、屯田兵屋と兵屋 

跡の見学 

羽深 久夫(名誉教授) 

 

 

北海道立総合研究機構との共催講座： 「知活（ちいき）ゼミナール」 

講座名 月日 演題名 講師 

知活ゼミナール 2021 

意外と知らない身近なモノ Part2 

2021/10/25（月） 

〜2022/1/31（月） 

①水引～日本古来の贈答文化を海外に伝える小物の 

デザイン～ 

②知ってる？？アライグマ 

①横溝 賢（デザイン学部 准教授） 

②山口 沙耶 

（北海道立総合研究機構 

エネルギー・環境・地質研究所 自然環境部

生物多様性保全グループ 研究職員） 

 

２．受託研究 

No. 研究名称 委託者 期間 研究代表者 

1 AI を活用した公共事業の最適化に関する研究 札幌市（まちづくり政策局） 
2021 年 4 月 1 日 

～2022 年 3 月 31 日 

中島 秀之（札幌市立大学 学長） 

高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

吉田 彩乃（AI ラボ 特任助教） 

2 キウシト湿原保全基礎研究 登別市 
2021 年 4 月 12 日 

～2022 年 3 月 4 日 
矢部 和夫（専門研究員） 

3 
新型コロナ感染症の流行による公園施設の利用者数等

の変化に関する実態調査業務 
札幌市（建設局） 

2021 年 4 月 14 日 

～2022 年 1 月 31 日 
椎野 亜紀夫（デザイン学部 教授） 

4 大通公園の連続化に関する効果検証業務 札幌市（建設局） 
2021 年 4 月 14 日 

～2022 年 1 月 31 日 
椎野 亜紀夫（デザイン学部 教授） 

5 
厚真町吉野地区における将来の構想づくりに関する調査

研究 
厚真町 

2021 年 8 月 26 日 

～2022 年 3 月 18 日 

羽深 久夫（専門研究員） 

椎野 亜紀夫（デザイン学部 教授） 

金子 晋也（デザイン学部 准教授） 

6 
北海道産動物の生息・飼育・展示環境の総合デザイン研

究 
札幌市（環境局円山動物園） 

2021 年 9 月 29 日 

～2022 年 2 月 28 日 
大島 卓（デザイン学部 准教授） 

7 
動物科学館における展示デザインリニューアルに向けた

研究 
札幌市（環境局円山動物園） 

2021 年 9 月 29 日 

～2022 年 2 月 28 日 

矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

柿山 浩一郎（デザイン学部 教授） 

福田 大年（デザイン学部 講師） 

8 ＤＩＹによる拠点施設整備事業 厚真町 
2021 年 10 月 1 日 

～2022 年 3 月 18 日 
金子 晋也（デザイン学部 准教授） 

9 雪埋設物の検知に関する研究 株式会社本田技術研究所 
2021 年 12 月 28 日 

～2022 年 3 月 31 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

 

３．共同研究 

No. 研究名称 申込者 期間 本学研究担当者 

1 気象情報と AI 学習による防災・生活情報の研究開発 一般財団法人日本気象協会 
2020 年 2 月 18 日 

～2022 年 10 月 31 日 

高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

吉田 彩乃（AI ラボ 特任助教） 

2 
構造物に負の影響を与えない凍結防止剤の研究（その

3） 
中日本高速道路株式会社 

2021 年 2 月 25 日 

～2022 年 9 月 30 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

3 
深層学習を用いたコンクリートの健全度判定に関する研

究 

株式会社メイセイ・エンジニアリン

グ 

2021 年 5 月 17 日 

～2022 年 3 月 31 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 
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4 映像表現がユーザーに与える感性面の効果測定 
三菱電機株式会社 統合デザイン

研究所 

202１年 6 月 22 日 

～2022 年 3 月 31 日 
柿山 浩一郎（デザイン学部 教授） 

5 BtoB 企業のユーザビリティ評価の研究 東京エレクトロン株式会社 
2021 年 10 月 1 日 

～2022 年 3 月 31 日 

安齋 利典（デザイン学部 教授） 

柿山 浩一郎（デザイン学部 教授） 

6 
ニューラルネットワークによる人流の推定・予測モデルの

構築 
札幌市（都心まちづくり推進室） 

2021 年 9 月 16 日 

～2022 年 3 月 25 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

7 防災・減災への AI 技術活用に関する基礎的研究 札幌市（建設局） 
2021 年 9 月 30 日 

～2022 年 3 月 25 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

8 観光分野における人流データ活用に関する研究 
一般財団法人さっぽろ産業振興財

団 

202１年 11 月 12 日 

～2022 年 3 月 10 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

9 
寒冷地のサンルーム付き住戸の居住特性と実践的改修

に関する研究 

一般社団法人住総研 2021 年度研

究助成 

2021 年 6 月 25 日 

～2022 年 10 月 31 日 
山田 信博（デザイン学部 准教授） 

10 
コネクティッドカーデータを活用した冬期路面評価に関す

る研究 
トヨタ自動車株式会社 

2022 年 1 月 20 日 

～2022 年 3 月 18 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

11 
雪氷光散乱特性とニューラルネットワークを用いた雪氷モ

ニタリングシステム技術の研究開発 

国立研究開発法人宇宙航空研究

開発機構 

2022 年 1 月 20 日 

～2022 年 3 月 31 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

 

４．地域貢献（地域産学連携協力依頼） 

地域連携研究センターへの協力依頼一覧（2021 年度） 

No 依頼名称 依頼元 対応 

1 
これからのクリエイティブなオフィス環境のサービスデザ

イン 

Septeni Ad Creative 株式会社 

PR 部マネージャー 竹見 大輔 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

2 SAPPORO フラワーカーペット 2021 
SAPPORO フラワーカーペット実行委員会 

会長 芳村 直孝 

細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

小宮 加容子（デザイン学部 准教授） 

3 広報さっぽろ南区版表紙デザイン事業 札幌市南区長 大平 英人 大渕 一博（デザイン学部 講師） 

4 
「札幌市火葬場・墓地のあり方推進協議会」ロゴマーク募

集 

札幌市保健福祉局保健所 

生活環境課長 敦賀 一郎 
矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

5 「南区＝アートのまち」プロジェクト 札幌市南区長 大平 英人 須之内 元洋（デザイン学部 講師） 

6 「清酒 千歳鶴 季節限定商品」ラベルデザイン募集 日本清酒株式会社 川村 哲夫 福田 大年（デザイン学部 講師） 

7 
航空機のより快適でスムーズな利用のためのサービスデ

ザイン 

株式会社 AIRDO 

CSR 企画推進室長 中村 敦夫 

若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

安齋 利典（デザイン学部 教授） 

8 鹿角を利用したアクセサリー製品の開発協力 
株式会社北海道えぞ鹿ファクトリー 

代表取締役 呉 奇 
矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

9 桑園商店街わくわくプロジェクト 
桑園わくわく商店会実行委員会  

委員長 上條 友義 

三谷 篤史（デザイン学部 教授） 

村松 真澄（看護学部 准教授） 

10 ショップバックデザインコンペ 
株式会社土屋ホームトピア 

 総務部部長 阿部 貴裕 
矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

11 
冬みち便り及び EV 自動車ラッピングデザインの制作事

業 
札幌市 南区長 大平 英人 大島 卓（デザイン学部 准教授） 

12 
未来へつなぐ笑顔のまちづくり活動推進事業「さくらんぼ

ちゃんのともだちづくり」 

札幌市 南区保健福祉部 

健康・子ども課長 濱谷 和代 

若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

大島 卓（デザイン学部 准教授） 

13 発寒まちづくりセンター案内サイン設置事業 札幌市西区市民部長 押見 幹生 片山 めぐみ（デザイン学部 講師） 

14 南区制 50 周年記念ロゴマークの募集 
札幌市南区市民部 

総務企画課長 赤江 慎次 
矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

15 札幌市消防団入団促進に係る啓発品のデザイン制作 
札幌市 10 消防団連合協議会 

会長 岩田 謙次 
大渕 一博（デザイン学部 講師） 

16 
総合学習、教科科目のための工作キットの教材開発と、

それを活用したワークショップ型授業の実施 

札幌市藻岩南小学校 

校長 近 香奈子 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

17 UX デザインワークショップ 
東京エレクトロン株式会社 

グループ-リーダー 藤田 勲 

安齋 利典（デザイン学部 教授） 

柿山 浩一郎（デザイン学部 教授） 

18 南区 AR アート展 2021 札幌市 南区長 大平 英人 松永 康佑（デザイン学部 講師） 

19 第 27 回 芸術の森地区文化祭 芸術の森地区連合会 会長 下総 仁志 細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

20 
第 49 回衆議院議員総選挙における分散投票を呼び掛

ける動画制作 

札幌市選挙管理委員会事務局 

事務局長 佐藤 学 
石田 勝也（デザイン学部 講師） 

21 
アレルギー原因食品（アレルゲン）ピクトグラムの追加制

作 
札幌市保健所 医務監 館石 宗隆 矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

22 第 27 回 芸術の森地区文化祭 芸術の森地区連合会 会長 下総 仁志 細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

23 レバンガ北海道×札幌市立大学 絵本制作事業 
株式会社レバンガ北海道 

代表取締役 折茂 武彦 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

24 触察用海洋生物組み立てキットの作成 
一般財団法人 沖縄美ら島財団 

理事長 花城 良廣 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 
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4 映像表現がユーザーに与える感性面の効果測定 
三菱電機株式会社 統合デザイン

研究所 

202１年 6 月 22 日 

～2022 年 3 月 31 日 
柿山 浩一郎（デザイン学部 教授） 

5 BtoB 企業のユーザビリティ評価の研究 東京エレクトロン株式会社 
2021 年 10 月 1 日 

～2022 年 3 月 31 日 

安齋 利典（デザイン学部 教授） 

柿山 浩一郎（デザイン学部 教授） 

6 
ニューラルネットワークによる人流の推定・予測モデルの

構築 
札幌市（都心まちづくり推進室） 

2021 年 9 月 16 日 

～2022 年 3 月 25 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

7 防災・減災への AI 技術活用に関する基礎的研究 札幌市（建設局） 
2021 年 9 月 30 日 

～2022 年 3 月 25 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

8 観光分野における人流データ活用に関する研究 
一般財団法人さっぽろ産業振興財

団 

202１年 11 月 12 日 

～2022 年 3 月 10 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

9 
寒冷地のサンルーム付き住戸の居住特性と実践的改修

に関する研究 

一般社団法人住総研 2021 年度研

究助成 

2021 年 6 月 25 日 

～2022 年 10 月 31 日 
山田 信博（デザイン学部 准教授） 

10 
コネクティッドカーデータを活用した冬期路面評価に関す

る研究 
トヨタ自動車株式会社 

2022 年 1 月 20 日 

～2022 年 3 月 18 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

11 
雪氷光散乱特性とニューラルネットワークを用いた雪氷モ

ニタリングシステム技術の研究開発 

国立研究開発法人宇宙航空研究

開発機構 

2022 年 1 月 20 日 

～2022 年 3 月 31 日 
高橋 尚人（AI ラボ 特任准教授） 

 

４．地域貢献（地域産学連携協力依頼） 

地域連携研究センターへの協力依頼一覧（2021 年度） 

No 依頼名称 依頼元 対応 

1 
これからのクリエイティブなオフィス環境のサービスデザ

イン 

Septeni Ad Creative 株式会社 

PR 部マネージャー 竹見 大輔 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

2 SAPPORO フラワーカーペット 2021 
SAPPORO フラワーカーペット実行委員会 

会長 芳村 直孝 

細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

小宮 加容子（デザイン学部 准教授） 

3 広報さっぽろ南区版表紙デザイン事業 札幌市南区長 大平 英人 大渕 一博（デザイン学部 講師） 

4 
「札幌市火葬場・墓地のあり方推進協議会」ロゴマーク募

集 

札幌市保健福祉局保健所 

生活環境課長 敦賀 一郎 
矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

5 「南区＝アートのまち」プロジェクト 札幌市南区長 大平 英人 須之内 元洋（デザイン学部 講師） 

6 「清酒 千歳鶴 季節限定商品」ラベルデザイン募集 日本清酒株式会社 川村 哲夫 福田 大年（デザイン学部 講師） 

7 
航空機のより快適でスムーズな利用のためのサービスデ

ザイン 

株式会社 AIRDO 

CSR 企画推進室長 中村 敦夫 

若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

安齋 利典（デザイン学部 教授） 

8 鹿角を利用したアクセサリー製品の開発協力 
株式会社北海道えぞ鹿ファクトリー 

代表取締役 呉 奇 
矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

9 桑園商店街わくわくプロジェクト 
桑園わくわく商店会実行委員会  

委員長 上條 友義 

三谷 篤史（デザイン学部 教授） 

村松 真澄（看護学部 准教授） 

10 ショップバックデザインコンペ 
株式会社土屋ホームトピア 

 総務部部長 阿部 貴裕 
矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

11 
冬みち便り及び EV 自動車ラッピングデザインの制作事

業 
札幌市 南区長 大平 英人 大島 卓（デザイン学部 准教授） 

12 
未来へつなぐ笑顔のまちづくり活動推進事業「さくらんぼ

ちゃんのともだちづくり」 

札幌市 南区保健福祉部 

健康・子ども課長 濱谷 和代 

若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

大島 卓（デザイン学部 准教授） 

13 発寒まちづくりセンター案内サイン設置事業 札幌市西区市民部長 押見 幹生 片山 めぐみ（デザイン学部 講師） 

14 南区制 50 周年記念ロゴマークの募集 
札幌市南区市民部 

総務企画課長 赤江 慎次 
矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

15 札幌市消防団入団促進に係る啓発品のデザイン制作 
札幌市 10 消防団連合協議会 

会長 岩田 謙次 
大渕 一博（デザイン学部 講師） 

16 
総合学習、教科科目のための工作キットの教材開発と、

それを活用したワークショップ型授業の実施 

札幌市藻岩南小学校 

校長 近 香奈子 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

17 UX デザインワークショップ 
東京エレクトロン株式会社 

グループ-リーダー 藤田 勲 

安齋 利典（デザイン学部 教授） 

柿山 浩一郎（デザイン学部 教授） 

18 南区 AR アート展 2021 札幌市 南区長 大平 英人 松永 康佑（デザイン学部 講師） 

19 第 27 回 芸術の森地区文化祭 芸術の森地区連合会 会長 下総 仁志 細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

20 
第 49 回衆議院議員総選挙における分散投票を呼び掛

ける動画制作 

札幌市選挙管理委員会事務局 

事務局長 佐藤 学 
石田 勝也（デザイン学部 講師） 

21 
アレルギー原因食品（アレルゲン）ピクトグラムの追加制

作 
札幌市保健所 医務監 館石 宗隆 矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

22 第 27 回 芸術の森地区文化祭 芸術の森地区連合会 会長 下総 仁志 細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

23 レバンガ北海道×札幌市立大学 絵本制作事業 
株式会社レバンガ北海道 

代表取締役 折茂 武彦 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

24 触察用海洋生物組み立てキットの作成 
一般財団法人 沖縄美ら島財団 

理事長 花城 良廣 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 
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25 ホームホスピス北海道 
ホームホスピス北海道 

代表 半澤 博恵 

三谷 篤史（デザイン学部 教授） 

村松 真澄（看護学部 准教授） 

26 中央区複合庁舎整備事業設計業務委託 
株式会社 日本設計 

代表取締役 篠﨑 淳 
山田 良（デザイン学部 教授） 

27 札幌市グリーティングカード制作事業 札幌市総務局 国際部長 安岡 直美 大渕 一博（デザイン学部 講師） 

28 
札幌市社会福祉協議会 LINE スタンプバージョンアップ 

～“ふくし”をブランディングする！～ 

社会福祉法人 札幌市社会福祉協議会 

事務局長 菱谷 雅之 
片山 めぐみ（デザイン学部 講師） 

29 冬の「雪あかり」イベント PR チラシの制作事業 札幌市 南区長 大平 英人 大渕 一博（デザイン学部 講師） 

30 第５回いきいき健康塾 幌加内町 幌加内町長 細川 雅弘 原井 美佳（看護学部 講師） 

31 
NTT 東日本札幌病院 創立 100 周年記念ロゴマーク募

集 

NTT 東日本札幌病院 

院長 𠮷𠮷岡 𠮷人 
大渕 一博（デザイン学部 講師） 

32 芸術の森小学校 工作ワークショップ事業 
札幌市立芸術の森小学校 

校長 神坂 淳 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

33 南区の魅力を PR する啓発品制作事業 札幌市 南区長 大平 英人 大渕 一博（デザイン学部 講師） 

34 
芸術の森地区青少年育𠮷委員会スタッフジャンバー背面

デザイン依頼 

芸術の森地区青少年育𠮷委員会 

会長 松原 義雄 

細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

小宮 加容子（デザイン学部 准教授） 

35 アクリル新製品デザイン 
株式会社 ST エンジニアリング 

代表取締役社長 駒谷 僚 

細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

小宮 加容子（デザイン学部 准教授） 

36 札幌市原動付自転車ご当地ナンバー制作事業 札幌市財政局税政部長 
細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

小宮 加容子（デザイン学部 准教授） 

37 

日本集中治療医学会×札幌市立大学デザイン学部「生

命を守る最後の砦：ICU 看護師認証制度」ポスターデザ

イン賞 

一般社団法人日本集中治療医学会 

理事長 西田 修 

細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

小宮 加容子（デザイン学部 准教授） 

38 ENDEMIC PROJECT 
ツナガル株式会社 

竹林 謙 
須之内 元洋（デザイン学部 講師） 

39 
Audio-Technica ワークショップ「アナログってなんだろ

う？」 

株式会社オーディオテクニカ 

宣伝販促課 松永 貴之 

若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

安齋 利典（デザイン学部 教授） 

40 ロゴ・商品パッケージ及びブランディング開発 
海鮮キッチン魚まる  

代表 柴田 裕之 
若林 尚樹（デザイン学部 教授） 

41 芸術の森地区青少年育𠮷委員会「ロゴマーク」使用依頼 
芸術の森地区青少年育𠮷委員会 

会長 松原 義雄 

細谷 多聞（デザイン学部 教授） 

小宮 加容子（デザイン学部 准教授） 
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２．SAPPOROフラワーカーペット2021

SAPPOROフラワーカーペット 2021 実行委員会と札幌市立
大学の産官学連携事業でオリジナルフラワーカーペットのデザ
インを行いました。タイトルは「ふわふわ、ふわり」で、カラ
フルな風船がふわふわ、ふわりと青空へ上っていく様子を描き
ました。見た人のだれもが空を見上げ、心を解き放ち、笑顔に
なってくれるように…と願いを込めています。また、見るだけ
でなく、参加することでより楽しんでもらえるような工夫もし
ました。フラワーカーペットの少し手前に立ち、赤いリボンの
上あたりまで手を伸ばすと、風船につかまって空へ上っていく
様子の写真をとることができます。
＜参加学生：デザイン学部 2年　安西千夏さん、岩瀬萌々香さん、大寺梨香さん、岡和田未有さん、
山田小都生さん＞

３．広報さっぽろ南区版表紙デザイン事業

札幌市が毎月発行している「広報さっぽろ」の南区版ページの表紙ヘッダデザインを制作しました。
ヘッダデザインは、デザイン総合実習 1（人間情報デザインコース：2年次開講）の授業課題（南区の
ブランディングデザイン）で制作した「南区をイメージしたロゴマーク」デザインをベースとして、南
区地域振興課の審査によって人間情報デザインコース 12名の作品が選出されました。これらのヘッダ
デザインは 2021 年 5月号から 2022 年 4月号まで、それぞれ掲載されました。

６．「清酒　千歳鶴　季節限定商品」ラベルデザイン募集

札幌の老舗地酒メーカーの日本清酒株式会社が、2021
年12月上旬に季節限定商品「千歳鶴 純米新酒しぼりたて」
をリニューアル発売しました。この日本酒のラベルは、デ
ザイン学部学生有志 23 名が約 2週間で 37 案を作成し、
日本清酒株式会社の審査によって選ばれたものです。採用
されたラベルは、人間空間デザインコース 2年生の大村
莉乃さんが作成しました。しぼりたてのフレッシュなイ
メージを伝えるラベルとなっています。この日本酒は、北
海道内のスーパーマーケットならびに飲食店で出会えま
す。

35

03_地域連携・地域貢献活動.indd   3503_地域連携・地域貢献活動.indd   35 2022/10/03   10:50:082022/10/03   10:50:08



７．航空機のより快適でスムーズな利用のためのサービスデザイン

株式会社 AIRDOからの「航空機のより快適でスムーズな
利用のためのサービスデザイン」という課題に対して、本学
学生がデザイン提案を行いました。同社より航空業界の概要
説明を受け、グループで分析、各自でアイデア展開をし、
2021 年 12 月に中間発表を行いました。いただいたアドバ
イスやご指摘をもとにプロトタイプを制作して最終プレゼン
テーションを実施し、これまでにないユニークな提案として
評価されました。提案は札幌市内のギャラリーエッセで開催
した「W+A ゼミのデザイン展」（2022 年 2 月 21 日〜 3 月
7日）で展示をしました。また、この取り組みは同社の機内誌 rapora4 月号で「札幌市立大学との協働
ワーク」として紹介されました。＜参加学生：デザイン学部人間情報デザインコース 3年　井上絢賀
さん、川澄友梨さん、喜多央乃さん、小林真莉香さん、田川すみれさん、松居咲来さん、吉田奈央さん＞

８．鹿角を利用したアクセサリー製品の開発協力

えぞ鹿の角を利用したアクセサリー製品、日常的雑貨製品のデザインを行うとともに、学内設備を利
用し加工製作しました。プレゼンテーションの後、4プロダクトについて権利委譲することになりまし
た。＜参加者：デザイン学部人間情報コース 3年生　遠藤茉子さん、佐藤ありささん、小平由芽さん、
河田由有さん、倉本圭偉さん＞

12．未来へつなぐ笑顔のまちづくり活動推進事業「さくらんぼちゃんのともだちづくり」

ちあふる・みなみが南区の子育て支援の施策として実施する「さくらんぼちゃん」オリジナルソング
プロモーションの企画において、本学デザイン学部学生がオリジナルソング編曲、CD制作、CDジャケッ
トデザインのデザイン制作を行いました。ちあふる・みなみから提供されたオリジナルソングをもとに、
保育園や幼稚園の子どもたちが曲に合わせて歌い、ダンスができるように、明るく楽しい曲調に編曲を
行うとともに、振り付けを考案し、そのダンス動画を制作しました。また、南区内子育て支援施設に配
布するCD（100 枚）のジャケットやディスクのグラフィックデザインを行ないました。
＜参加者：デザイン学部人間情報デザインコース 3年　長内絵美、越湖早希、佐藤ありさ、森美月さん＞
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14．南区制50周年記念ロゴマークの募集

南区制 50周年を記念するとともに、50周年を多くの区民に認識して
もらうことを目的として、南区制 50周年を記念するロゴマークをデ
ザインするコンペが開催され、本学デザイン学部から 8名の学生
が応募し、小髙梨乃さんの作品が選出されました。

15．札幌市消防団入団促進に係る啓発品のデザイン制作

近年、札幌市消防団の団員数・新規加入者
数が減少していることから、消防団への入団
促進に係る啓発品をデザインすることになり
ました。2021 年 8 月上旬に募集を行い、8
月 18 日に参加希望者に対してオンラインで
の説明会を実施ししました。制作物がクリア
ファイルとなることが決まり、最終的にデザ
イン学部 1年生 2名がデザイン案を提出し
ました。10 月 6 日に、札幌市 10 消防団連
合協議会、札幌市中央消防署職員の方々によ
る審査会が行われ、菊地哲平さん（デザイン
学部 1年）の作品が採用されました。クリ
アファイルは 1,000 冊制作され、10 月中旬
から入団促進啓発活動で配布が始まり、今後消防署主催のイベント等で無料配布される予定です。

22．第 27回　芸術の森地区文化祭

芸術の森地区連合会より「第 27 回 芸術の森地区文化祭」のチ
ラシ制作の依頼を受け、札幌市立大学デザイン学部 4年人間空間
デザインコースの佐々木舞さんがデザインを制作しました。制作し
た 2案を提示し、連合会担当役員に検討していただきました。完
成したポスターやチラシは地下鉄真駒内駅掲示板や地区内のお店、
学校に掲示され、多くの方の目に触れ、とても好評でした。

37

03_地域連携・地域貢献活動.indd   3703_地域連携・地域貢献活動.indd   37 2022/10/07   15:59:022022/10/07   15:59:02



23．レバンガ北海道×札幌市立大学　絵本制作事業

レバンガ北海道が地域貢献として行なっている幼稚園での体力つくりトレーニングを、園児たちにわ
かりやすく興味をもって取り組んでもらえるように、オリジナル絵本「ぼくとクラウンの冒険」を制作
しました。体力作りをテーマにした「ちからのルビー編」、瞬発力をテーマにした「すばやさのサファ
イヤ編」、コントロールをテーマにした「たくみさのエメラルド編」の 3部作です。登場人物のキャラ
クターデザインや、絵本制作すべての工程を 3名の学生が協力して行いました。
＜参加学生：デザイン研究科 2年・江口怜奈さん、人間情報デザインコース 4年・川澄友梨さん、吉
田奈央さん＞

24．触察用海洋生物組み立てキットの作成

視覚に障害のある子どもたちが触りながら組み立てるこ
とで、魚の形状やそれぞれの部位が理解できるように工夫
した紙工作キットを設計制作しました。海洋生物はバンド
ウイルカ、オオメジロザメ、コイの 3種とし、基本形状
を設計提案し、詳細な形状の確認や修正を美ら海水族館の
担当者 2名が行ないました。イルカ、軟骨魚、硬骨魚の
外部形態の違いが触って理解できる触察用教材として、高
知県の視覚支援学校などで試作した教材を使ってもらい、
得られた意見をもとに改善を行ないました。

26．中央区複合庁舎整備事業設計業務委託

設計が進められている札幌市中央区複合庁舎の屋上広場と
アート遊具の提案協力です。計 5回にわたりワークショップ
形式（オンライン）にて学生からデザイン提案を行い、その後
設計者（日本設計）および事業主体（中央区）とのフリーディ
スカッションを行いました。学生参加人数は 12名（M1、4年、
3年）。最終成果物およびプレゼンテーションを行い、最優秀
案として伊東大悟さん（3年）、優秀案として泉茉央さん（M1）
の提案が選出されました。
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札幌市中央区役所　屋上デザイン提案

屋上部分全体を覆うように木の格子を掛け、ランダムに床を点在
させて居場所をつくり出す計画。子供たちの遊び場となるこもれ
びテラスはアスレチック遊具をメインとし、屋上という高所だから
こそ味わえるスリルのある遊び場とした。サードプレイステラスも
同様に高さ方向を活かした計画とし、床を点在させることで生まれ
た段差が椅子にもテーブルにもカウンターにもなり得るフレキシ
ブルな空間を目指した。レベルの異なる床と木の柱、ルーバーによ
って市民と職員、職員同士の間に程よい距離感をつくり出すことで、
異なる目的を持った人々が互いの存在を認識し安心感を与え合い
つつも、各々にくつろぎ共存できる空間となった。
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27．札幌市グリーティングカード制作事業

札幌市長名で国内外に送付するグリーティングカードをデザインする事業にデザイン学部 2〜 4年
生 11 名が参加しました。札幌市総務局国際部職員、国際交流員の方々による審査会が行われ、応募作
品の中から髙畠栞さん（人間情報デザインコース 4年）の作品が採用となりました。
カードには秋元市長、石川副市長、町田副市長の署名を入れ、12 月上旬にドイツ・ミュンヘンなど
海外の姉妹都市（計 155 カ国）や在札外国公館などに向け約 400 通発送されました。
また、応募された全作品は、2022 年 1月 24 〜 28 日にオーロラスクエア（さっぽろ地下街オーロラ
タウン）にて開催された「ワールドグリーティングカード展」にて市民に公開されました。

29．冬の「雪あかり」イベントPRチラシの制作事業

札幌市南区内の各地区で開催される「雪
あかり」イベントを広報するチラシを制作
しました。チラシの元デザインには、総合
実習 1（人間情報デザインコース）の授業
課題（南区のブランディングデザイン）で
提出された学生作品の中から、南区地域振
興課の審査により、人間情報デザインコー
ス 2年の勝見麻己斗さんの作品が採用さ
れました。チラシは 2,500 枚印刷され、
南区役所、南区内のまちづくりセンター、
真駒内駅、地下歩行空間などにて配布され
ました。

32．芸術の森小学校　工作ワークショップ事業

芸術の森小学校の 4年 3クラスを対象に、総合的な学習の時間の授業として、動物の顔の工作キッ
トの制作を行いました。4種類の動物（ライオン、キリン、カバ、ハイエナ）の中から自由に選んだ 2
種類の動物の顔の工作キットを組み立て、みんなでお面をかぶって、その動物の鳴き声を真似してみる
という内容の授業です。切り抜く、折る、差し込むという基本的な操作で、平面であった 1枚の紙が
立体形状なっていく過程から、展開図の考え方やおもしろさの学びに気づき、参加した生徒もそれを楽
しんでいる様子でした。
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33．南区の魅力を PR する啓発品制作事業

札幌市南区の魅力を PR する啓発品として、
オリジナルエコメモノートのデザインを制作す
る事業です。エコメモノートの元デザインには、
総合実習 1（人間情報デザインコース）の授業
課題（南区のブランディングデザイン）で提出
された学生作品の中から、南区地域振興課の審
査により、人間情報デザインコース 2年の田
中耀大さんの作品が採用されました。エコメモ
ノートのサイズに合わせて、その表紙に授業内
で作成したロゴをデザインしました。また、制
作物の説明を記載した商品タグ（名刺サイズ）
も別途デザインしました。200 冊制作され、今
後南区地域振興課が主催するイベント等で市民に無料配布される予定です。

38．ENDEMIC PROJECT

ツナガル株式会社の企画したの国際ワークショップ（2022 年 2月 26・27 日、サテライトキャンパス）
にデザイン学部 2年生 7名が参加しました。学生はアイデア発想やサービスデザインの要点を体験的
に学びながら、説得力のあるデザインプランの構築方法を習得しました。

39．Audio-Technica ワークショップ「アナログってなんだろう？」

Audio-Technica との協働プロジェクトにデザイン学部 1年、2年、3年の計 10名が参加しました。
2021 年 9月にレコードプレイヤー工作キットのデザインコンペを実施し、最優秀賞に 2年大村円菜
さんの作品が採用され、組み立てキット 500 セットが製作されました。2022 年 3月 12 日には札幌市
のカナモトホールでオンラインワークショプが実施され、道内、関東地方を含め、約 240 組の親子が
オンラインで参加しました。オンラインワークショップは学生が中心となってアナログ技術の基礎や蓄
音機の原理などを、オーディオテクニカ技術者とともに解説し、レコードプレーヤーの工作キットを組
み立てながらアナログ技術の原理を体験しました。
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